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∵沸沸濃度腰十  
露済郁衆※  
いとぐち   
明治Ⅷ奪1凝椚㌔∴アメリカの魔物学者モ山一ス臨地紺日掛撒舶用臨機ほ横浜から凍京く新橋）  
ノ・、㌔向かう汽車の窓から、大衆層壕 ∈滞京都太田区遺品州養う を発見したことばよぢ某日られてい   
●  
洛撼調査を完てし鳶∵潤滑＝髄吼かL5）。   
大森月夜♂摘ま告番は東京大学の欧M文紀要寮仁啓と－〟て発行きれ、次いで先田部良書の和訳で  
『大麻介堀古物編』（注Ⅵi）が刊行きれている。Jこの報告番グ）なかで、璧一叫スはサルの下顎骨が  
出土i〟ていることを記し、ニれをノギブ加冊ン′ くヒヒ類）ではないかとも預っている（閣0‡－Se1877，  
p，i6）。   
東森貝塚のサルグ〕ことは長い間怒れていたが、私ほ中学生椚とき、古巻物学者釣直良（捕縛  
pJ164）の著番を読んで㍉ニげ）サルのことを知ったl。愚近改めてモー冊／スの原著やそぼ）訳本を読んで、  
これらのなかには若干の誤りがあり、モー牒がなぜこのサルをリマプ山M・ンと間違えたかという疑  
問が浮かんできプ：ニr 
1 報告書の記報   
モーーーー又はこのサルの′馴こついて～ ど♂つよう墾二紀戟L′考察モ㌦たかt。英文の方ほ原著濠よ見ていた  
だくことにして、まず粟旧都椚訳洩凍濁屋議こたにしよう。墓ほ部は当時発足七て間もない生  
物学科の植物学推し当の教授である′。『太森介墟古物編』は嘉旧都が口訳Lも それを寺内尊明が筆  
記Lたもげうである。〉   
次の文中、〔〕は訳者の割注で、英文にはか′㌔。ラ また、ら訳文には句読慮はないが，．読みやす宅  
するため引用者が付けたこJ  
聴骨㌔、日本現今ノ猿（マカコ浣）ほ巨2）こ罵スル者モ得タ♭ドニ怒、亦基出Mkル太准（ノギ  
ブー一明ン紫郎 ノ量㌻γF買！戯骨二至テハ寧‡コ呂栄 摘三3）媚セレビー叩濃 く注魂）諸島こ産スルシ  
ノピシコス〔猿罵ノ名〕ニ似タリト短シカ．、批ヒ時二産テ′1㌔此物敢テ日本ニナシトモ淀メ  
難シ。其ハ方今日本ノ有絶者コ㌔ノ妄誕卜かテ取ラザレ1旬 基武民㌔、邁シテ上古こ偉大ノ猿ア   
リシ黎ヲ様プレバナ リ。き胤てソ有名ノ古物家鴨川既二間夕所こ拠レゾ耳、七百年前京師（注5う  
こ妖怪アリ。，其形嬢ノ如夕屡棺鼻筋ヲ僅少謁卜云ピ ほ己螢巨ぎ、農レ樫談鶴ノ説ヲ業容卜誤り  
閉キシモノナラ～ン〕、寮京太学生鰍添谷氏プ此等こ閲見ル巨‡本吉詑ヲ餐メテ余二審七夕ルを  
※日本民俗学会会員   
¶∴；、  
ノ．ハやニモ、理外ノ談ハ姑ク緒キ、墨∵一ニノ図説こ於テハ形質ノ全クシノピシコスエ倉セ  
ル形ヲ太こに］吻昆夕唇反セル簸礪ヲ示セリ 。然り 卜雉モ∴永森山肌骨ノ音骨ノミニチハ未ダ   
深シテ一此動物ノ形質如何ヲ明言スル能ハズ。揉－ス1879，復刻p，‖筑アンダ血ラインは原訳  
文）  
昭和初期ごろまでの学術論文には、こグ〕ように片仮名混りの文語体で番かれたものが少なくな  
い。   
これよりずっと後の昭和58年（1粥3）に旬 口語訳が出ているので、次にそれを引用するし。  
ニホンザル、すなわち－才カタ牒酎乃サルのほか、虻ヒのような太聴かもしれない動物の右  
下顎骨をみいだした。これは、現在、日本でみいだされるいかなるサルにも似ていないこ  
とは確かである。。おそらくは、フィリピンやセレペスでみいだされるイヌザルだろうく。  
こ椚穫がい歴史時代に日本に生存首㌦ていたことは、ことによるとありうるかもしれない 
というのは、日本Åは、巨大なサルにかんする話を昔からよく知っているからである。知   
織Åたちほ∴ これらの絡を、架空のものとみなLてはいるけれども。）  
グ）りたね まノ〆－むの  
す㍗れた紆古家披川 ∈鳶胤）既の教示によると、太猿と想像される巨大な代物が、七0  
0年前に京都御所の近くで目撃されたとの報告があるという。帝国大学学生藤谷（孝雄ノ   
君は、サルについて椚多くの饗瀾逐あつめてくださった。ありえないことが数多く語られ  
てはいるをナれども、血一㌦部の絵彗つ記述は、鼻L巨炭く唇が柴山Lた大境を想起させる。これは  
イ」ヌザルによく一一川－一致する特徴であるく）  
比較すべき現生楼の標本がないク〕だから句 東森発見の唯一川止の骨片から勺、この動物の性格  
を∵確宗できないエとはもちろんである。。く近藤さ佐原訳p．4凱 ルビは訳者ら）  
ま蔭近は二紅語怖が）論文より、英文の方がわかりやすいという研究者が増えている。しかL、大森  
のサルの紀戟は現代語訳も含めて、少し説明と訂正を加える必要がある。  
2 学名・和名の混乱   
少し回り道になるが、まずほ学名の訂正から始めよう。嘉田部訳♂〕シノピシコスを原著椚盛  
宴に当ってみるとⅥ、㌫ym叩撤icusとなっている。〕㌦ニれはCyl咽頭地肌新里掛隠である。絹物学者椚嘉  
巨巨こ闇はこれをそのまま桝反名で家記Lた。近藤卜佐原■隷泌筑針摘）ほ牒－の誤植に気付いていただ  
ろうが、わざわぎF仙ィヌザルー⊆ と訳してしまった。）荒俣（ユ9銚芦P，7鋸 もイヌザルの名を使って十  
るが、参考文献に近藤らの訳書があるので、それから¢り引欄とわかる。   
濃濃頬関係の率を見ても「‾ィヌザル＿j という和寒パま見当たらないので、この名を調べるのに  
多くの時間を饗すことになった。最後に『働草月服吾語源辞典』で、Cyna、Cynoがイヌを意味づ  
ることがわかり、ようやく「イヌザルw！はシ」ノピテクスの直訳とわかった。   
この鳳名は新しい本には出ていないので、古い本を探Lてみると、シノピテグス属はま属i  
礫鳶あり、即）ユ穫がタロザルC．fl離である（黒田1937，くP．243）。卵Lなら、この属名は「タロ  
ザル属」になるはずだと考え、「タロザル胤j（′ト寺可L9那，p61）という名前に出会うことがで  
－－1－   
きた、。   
次に、動物学上のヒヒ類 い、もtブ血ン）は。、E汀本はいうまで1もなく∴ アジア〝つ東部分 げラビ  
ア半島南西部を除く）には棲息Lていないことをあげておかなければならない。）では、モ加山間謁  
はなぜ大森のサルがヒヒである可能性を残とノ、くヒヒの例としてタロサルを引き合いに損じた職  
だろうか。）黒田（1963，‡），15（〕）は、ヒヒ類には†旬属用後あ軋 タⅧザ肋鋤明滴棚泌律ルペみ  
グ沖ト〔ニ3属呂穫は〕アフリカ産」ですべて地ヒ性（ク1＝ブザルは樹上性〕た詑Lている灯 ここで  
は、まだタロザルをヒヒ塞に祝芽えていることに注意Lた畑   
同じ奉の中で∴粗描制服ぐ臓猟牒．鉱鍼 もまだ桝m画地㍊灘属名針阻二＞ているが、「この綬（タ  
ロサル）がヒヒ瀬彗ブニホン′ザル類に道：梯であるかどうか疑問で儀戒」と凝って♭1る∫〕   
きらにもう少し遡ってみると、徳用（臓朝雄．17j）は、ヒヒもタロザルも吻が著しく楽出Lて  
いるが、ヒヒでは藤口がそ伊〕先端で前方に向かって開いているのに対Lて、タにブザルでは側粛  
に向かって開いているLj こぴ）鼻日絆陣徴は［－ぎ奉げ〕サルなどとこ同じでり それ故にビヒ群と凝る濱）  
ぴ〕とLて分類きれている。〕また柳生も、ヒヒは地主二で活動するが、タロザルは樹ヒに棲む」。r＼質  
するにタロザルはヒヒと艶適のマカッタザルたのヰ瀾闇路藩すと見るペ牒」だろうと述べてい  
る 
タロサルをヒヒ頬と｝才力タ属との中間型というのは、報瀾明闇慨瀾一ダ）mめ般的な見方であった  
－          －                                   －  －   一  
月、寺1987，ノP、鋸より引f削（〕それ以来、この説を採る研究者が多くなか）、轍近♂〕認；混尭夏草びr〕本に  
ほタロザル属CynopithecしiSの肇射ま見られない。 
タロザルの頭胴毘ほ雄で55虻mぐ、らい、1J蛋ど身は黒く、豆鋸貰掩蓋；〝“）毛が挽く柴、トノ）ているげ）でし、和  
名にはカンムリタロザルという異名がある。オナカ1デ、ル科に属するが、廃＝ま非常に短い（約  
2…州2．5c汀1）好）で・∴掛率まで類Å敏的か考えわれ、仙南㍑渾の基名で呼ばれてき差ニ＝圭6㍍三吸綻  
ば軌ぬ㈲由i佗崩沌錯）m暦鹿か11aCaこILまモヱ（ヒ呼ばれている〔 
3 柿排とは何か   
中国でほ∴亭パか親御山には多＜椚正体不明の動物が棲むと信じられていた（〕桝蔓岡本箪学  
閥連番にほこれら瑚聾物が描かれ、奈良時代までに、好蘭軋ヨ『山海綬』旨や手綱、子内観月などが怯  
・         ・ ・・                        －             1  
を与えたのは、書㌢■本革綱削＝以下腔酬剥）で叡‰  
『綱削lは明の万歴2締胴92）ごろ成稲しブニと雅紀されている。」刊行より＝年後～林魔磯瀬  
徳川家康♂〕命を受けて、斯波来の杏絡を紫めるために蔑崎に赴き、ちょうど髄慄几て万状州禰  
－       ・ ・・     ・・ ‥・  
！ノふノうL」  瞞柑凋坑磯稲∴率時珍は古来の多ぐ絆隆物名をまとめて∴線磯ほ珊瑚腑 二つに分けている  
そして柳蔓弗の異名として、  
きょう」∴ 
巌羊鳩瀾日 用山海程射  
、′・1   
ほ／）云ヒ＋L   
野人∴甘万機志葛誰）  
じんl窃J〕  
丸熊1甘閑雅瀧  
をあげ、さらに山都J∬掛∴解凱 山操、山鬼バ 江精い竿魅なども少しずつ差異があるが、同  
類の怪物として』篭る。   
ニの本は幕末ま肘だゝ日本の本草学者に重用されてきた。正徳2年（1712）に寺島良安の編集した  
『和漢三才図会』でも、「掛瓢」紆掛は闘裾引からの引馴二終始しているので㌔次にその金二丈  
針路鉦下し覚にLて託す（注7）  
か上古 はや  
本絹 ぎ本草綱削 こイウ。御弗ハ西南夷こ出ヅ。根太ノ如タ、竪ヲ被1j、迅ク走リ1、Å  
T  
・   ヲ食ブ。身業ク≡転封りく。人面こテ啓昆ク、踵ヲ反シ、Åbヲ見レバ箕ブ。基箕ハ上唇欝ヲ掩  
ノようし＿ん   と、某太ナル者ハ凝サ監余ナリ。宋ノ隠統率中（服軒凍結巨際Å巨注射〉 欄描け）雌雄こ  
び 
衰貢ヲ 吏衝こ′ラ 道東（。其画人二似ダリ。紅赤色ノ毛ハ欄喉（さる）ニ似テ尾有り。人言ヲ能  
・  
夕シ、鳥声ノ如タ、寮ク生死ヲ条侶ブ、カハ千釣（注9う ヲ負り】〕踵デ反ッテ膝無ク、陣ル  
ニ，‥∴   トキ封物二倍リカかレく。丸ヲ捲レ′首先ヅ策テ緩こ之ヲ食ブ〔つ猟Åハ因テ竹筒ヲ以テ腎ヲ霞  
ま   キ、之ヲ誘イ．、某箕ブ時ヲ條ナチ手管紬キ、維ヲ以テ其唇ヲ布こ釘シテ額こ着ケ、死ヲ候  
‥れど∃rメ   サテ之ヲ取ル（〉う髪棟テ毘夕霧吏二諾いし可シ‘‥）胤ハ靴及ビ緋ヲ教ルニ堪夕■j。ノ之ヲ欽メバÅ  
つtカ 
ニ鬼ヲ見ゃ慄メル軋っ帝乃チ「画）二王ニニ命ジ之ヲ園ミ〆ムー。   
以上の記述をみただけで。郷鰍ま窺在の劾物ではなく、架空のものであり、湘弗ニヒヒ いギ  
ブ‰肌ン）ではないことば！明白である〔ユ  
4 梯排の記録   
ごを一式は日本語の読み書きができなかったが∴轍川牽藤客ら銅協力で「凍凝」爛酢 につい  
ての伝承や記録のあるこ≠とを知っていた。私が参照することのできた嚢料はまだ少ないが、次  
にあげ伊㌃みよう。）   
研究者の間でよく知られているのは、ホ野蘭Ⅷ椚好適ぷ怪牒綱針浮蒙』腰、化閏年i8細であ  
る。）それにほモ、「髄山隼ぎこ橡（。東野〔長野県き 及豊前巨隔岡“大分県）、薩州（鹿児島県）1、飛州  
（岐単県）、宙紺卜盲ほ削県）エアリト閉り」とあ軒ヨ馬『綱削 とやや興るこる汐〕は「毛ハ皆刺ノ削げ  
シテ亀赤シ。死鼠レバ脱落スト嘉‡。ソノ仁ほテ太ナリMi仁東洋文庫巨ヒいう他は置＝こである。   
佳子野ほ緋）7，P瀾ラによると、『啓劉とほぼ㌻司じころが〕『岩見英雄転筋易く弘化が巨豚闘には、  
岩・駄数患蹄紆掛沸退治の話があり、ニの話は明治凍期の『立川】嘉輝』から太｛－‡三末期の歴かj、説  
を経て、昭和初期の野瀧課金袈j∋なと寸によって流布されてきたと述べてももる〔ヘ  
ーーーー、  
近狸各地で遭遇L乃至闇瀾機した眠（きる〕に似てこれよりも遥かに太なる山穫明動瀾憧≠某  
がヒヒと呼んで屠たといふことだけである」とこし勺～い1、次のような文献を引用している 
佃別殿＝謡粧摘溌靴＝㍊れ安傲＝閻巨）榔離鍼沌隼庸鋼写 に劇即 と湖測 り  
歌肘掛∋ に猟沸鮒現れ、さらに天和3年（摘輯）に越後（鰍潟県）数取山で 正徳か寧仁甘棚  
山一しi   
には伊豆（静間県）豊出村で摘まったという。内閣‾文庫にある 要F雑事緑』には会津（掘晦県）  
磐梯山鷺の塔沢で撃ったというものがあるが、これは郷沸かピうか怪しいも釣ら⊥几㌔折粛磯磯  
劉記』にも宝暦（1751州17馴）年中、越後の山中で繁ら取った郷沸を窺見L／た人♂）談話があり、  
ぴこつ l‾欄臓とは沸せず別種の‰ぴ′）ならん〟j とあるというの   
ニのように沸掛かどうか隆も〆いもの‰少なくな㌦為ようだが馬脚肘（19鈍p．3別）はそれに続い  
て、記録組収集よりも「急務は静岡の新聞なと矛に冬になると殆ど藤年－－一灯位づつば視れる親瀾  
捕殺の事件を楠登岬‡することだと強調しても1る。だが、、その後蔓弗蔓弗の調窓が行われたというこ  
とは開いていなも1し、現在では腕章弗について伊）伝承も知らない丸が多宅なっている。J婆）はや日  
本には、正体不明の動物が棲めるような環境はほとんど集われているのではないだろうか。  
5 捕捕とヒヒ   
針狙打払彿は中国からノ『云わったこたは疑う余地がなも、亀が勺 ヒ巴濱（パブ恒血ン〉 に「磯雄＿j の  
名が与えられた経緯については、キ♂〕とこころ手がかりがないく。   
目茶でほ、明治初期の訳本を見ると、す坤㌘に「働摘机 £息パブ㌦－ン♂）和機たして定番している  
ようにみえる。例えば、、明治7年（1874）二「り行研モ川コ芳男稲訳転封動物学』哺乳瀬 く博物館写経紆）  
．●‥∴－．：  
か乃ような名を与宜られていたかは未開餐な♂）で，も「弗素軌」が朝餐iに用いられた事情はわからな  
い。）ヒヒ顛♂沌－〉ト形が溝梯に似ているという礎盤♂〕理由かも知れないし㍉ 別封でジラ、プが一世麒麟j  
ときれていたように、ヒビと彿郷が結びて）いた状態で日春に伝えられたようでもあるく）   
なお田中（t81瑚 の訳番にはH、ビヒげ〕前転衆として如才ンドリルが阻示されている財㍉上野臓配牒．  
3ユ鋸南鶴〔19鮒，P．625）によると、マンドリルが日本に渡来Lたのは、摘緒侶用三津弧射 だけ  
雌雄が絹本動物園にÅったのが恐傾く顧慮」とこされて－いる。   
ヒヒ脱に対して南方（一別＞t）は、、はじめはそれを至当と考えていたが∴在欧甲諸灘都磯瀾臓lで  
生きた緒獣を見て“から、沸鍬ま㌔号プ加－ンではな描雛腰は思津別咤ほいう ＝聞勘笹鮒鋸   
南方が公式に弗郷をナマケダ掬Ⅷ触淵紬＝服油脂鰐鮎両＝瀾偲べジグ塞1滴溝汀∴賂名琵臨  
．  ・．：           ；       ．      ；  
種々致究しーて東南アジア産のメルル弟嫡スリピウス（慮啓開また髄鞘）ほ巨ユ削 が、産地も竃色  
臆る も、日豪き唇にてÅを見ればすなわち上唇巨ぎを掩う」婆うち「嵐踵Lて解式」も愛く朔灘ポ鳶は戊  
を知り、脚肘常に報じ置いた【」たい〆コてる（南方旦972a，‡）．既翫睾柑橘購禽簡 ＝鞘離鯛＝湘服  
5声＝酎］紀）は温いにか教範 ＝闇徴用．20）に収録登れVぞいる。   
私には、とと説と南方げ：）ナ如才ケダⅤ説び〕どちらがiEしいかを決めるこたはでト藩ないが1、とぜち  
らかといえば南方脱を採りたい。なぜならば、三現在インドや中間にヒヒが棲息Lないことが確  
認されているから研ごある日  
′7   
ま藍め   
1 辣沸の記録と伝承   
バブ偏ンに「渦潮」といぅ和慄が付いた釧孟、明治7年（1874）刊行グ）田中訳編蛋白動物学』が  
最初かどうかまだ確認していないが、遅くと婆）モゝ州スが来臣ヨした明治ユく埼ミ（1877）以前であるこ  
とば確かで・あるく。モ偏スはその年大森貝塚を調査L、明治12年（ユ879）に報告書を出し、ニホン  
ザル職僧職膵沌紬∴汀如聯沌泌00か肱那駆㌣椚右下儲骨を発見したと記載しているところをみる〈ヒ、  
披はバブ∴ンが郷弗と呼ばれていることを日本人研究者などから聞いて知っ－ていたと推察され  
る。そこで 、パブ仰ン＝沸沸という前提の下に笥 撼川式胤や藤谷孝雄に碑林に関する記録やノぎ云  
承創収集を依頼したのではないだろうか。〉 ぞの結果は恐らくモ仰ス汐〕予想通り、かなり多かっ  
たと想催する。〉   
2 東アジアのヒヒ類‘？   
沸粥の資料収凝と並行Lて、モ世－スはヒヒ類の分布についての文献鍋釜を行ったと考えられ  
る。現在〝〕霊長類学では、 タロザルはマカタ属に落ち着いているが、当時はシノピテグス鵜と  
いうパブ山ンとマカタ属の中間的存在と考えられていた。軟体動物の研究の目的で楽日したモ  
佃濃が、沸溝説を受け容れたのは止むを得なか㌦つたとみなければならない（桂川。   
しかしぅ】モ仰スがなぜブイ1jピンにもバブーーン（タロザルj が分布すると．考えたのか、その  
根拠ほよくわからない。フィリピン塔）硯繚の霊長寒‖ま～、原液類♂）フィリピンメガネサルとスロ  
ーロリ議、それにⅤカタ屈のカニクイザルの3穫である ほ掴沈溺麟骨銘雛＝許パ晦繭雄閻  
p．l叉晩且51タ護弧ノj㌔寺ユ987，炉．鋤洛．弧パ鋸聴紺痛一塊2ブ52，1：ヨ2）く。ニグ）誤報の出所はわからないか、  
「沸蔓削が中凱 フィリピニ〆、スラウェシに分布していたとすれぼ、日本にもかつては棲息し∴ご  
いた可血能性も否定できなむも、というモ酬呆の結論は血J”鵬応筋が通っていたともゝうぺきであろう  
；主  
ユ 東田部訳の東急こは 琵’永森舟場編』とあり『この名もよく使われる。  
記 ニホン′ザプレ朋鼠Ca翔一紘闇也い阻名はマ治針属上表記されることが償い  
こ二；，し∵ン、隼∴L〉■二∴」上－＼′ て りし二∴土二ニニi∴）てい÷、  
4 スラウェミ／の旧牽百（インドネシア）。  
5 京都御所。次に訳者粂琵ほβの割注があるが単なる伝承として記したかも知れない。   
・ ・！・  ．．．・   卓、 ： 一，．  ・  
7 原文は撰文。片仮名は主右三原著者、、一滴侍は引用者改変あるいぼ相加。平仮名ルビは引用者ふり  
は引網者跡補遺。  
S‡酢甘酎南部の礫凝ふ荒瀬揖棚痛．7削こよる。  
t      ・   ・l－ ト  
l－  、l            、－   ＝．   ・        －   
い ●；－ ・．  ‥                  ・    ・        ・  
、・，1J一一   
をあげている。  
と1大森貝壕の発掘よりずっと後のことになるが、 日本にはニホンサルが第閏紀以前に棲息した  
形跡はない（直良19楓1〕．1舶、鹿間1975，i〕い365）〔〉  
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えられない烏 覇凋！の論考が志蘭紋会に終始  
していることからも明かである。日本の場  
合は仏教との問わり合いよりも民俗信仰と  
の関わり合車が深い事例が挙げられるのみ  
で、志蘭盆の施餓鬼供養と結びついた芸能  
の血生の 畠‘鬼来迎“まで取り L二げられてい  
ない。中国げ）場合婆）超度儀礼についてほ事  
例が姐ぺられているものの目遵戯と仏教と  
の関係については言及賢れていない。   
また説話の質素として 、地獄巡りの質素  
紆豊艶性を見過ごしに班凍ない。田仲の論  
考椚中で関連する地獄巡り伝承について触  
尋tられているものグ）その意義についてふれ  
られてほいないし死者を救うための地獄巡  
りは、‡蔓；：巻の流れをくむ猟場芸能を始めと  
Lて様々な伝承に取りÅ．れられている。何  
級触獄巡りが好まれるのせが鉦座敷の意義  
を探る搬となる～二いえるグ）ではないか「 
ぎガト清時代は女性が‡葺三役となる血の池地獄  
が盛んに説かれた時代であるが、これは女  
性卵機れが強調きれなければならないほと、、  
女性が自己主張をL始め、抑え込まれなけ  
ればならないような空気げ〕ある時代だ〆ノブここ  
のかもLれないt一ノ 更なる論考が待たれる。  
り酎拇巨子〕  
瓢瓢仕 2相棒制弓 7雛胚＝税紬  
中国の民衆に広べ知られている地獄巡り  
の話といえば『巨i連敗乳易 の詣であろう。）  
孟蘭盆の施餓鬼桝日栄談でもある、日通が  
地獄に落ちて誓一えられる食べ物が蟻に化し  
てしま畔飢餓に菅Lむ凝成層済する話だが、  
この時鞍を捜乙㌦′て地獄巡りをし、そグ〕梯子  
が種々な芸能形態をとって伝承きれている。  
本署はこの目連を題瀾セする祭祀芸能につ  
いて、中国、韓国、日奉職牒瀾ほ■取を）上げ、  
東アジアぴ）精神史∴文化史上．に提示するこ  
とを課題とLて調査研究を遊岳わ、そ♂〕成果  
をまとめた大作であるF。   
貯蓄紆構成は、野層潤〝“－Ⅳ〟が鉦風紋母鵜祭  
祀と芸能を概説⊥．、具体的な調査事例を付  
す第hルー・部と，、江湖トぎ蕊「演劇史における目  
連戯江上馬建牒‡一女性の救掛一粛仙鋸整戯と  
葦戸血盆経』…∴ 黎京輝「一緒固の粧二i達す云承と  
孟繭数兼」、川島秀一「‾亜女が伝か射二≡卜連敗  
陽転説叫叫陸前北部の「仁橘履」摘盛上＿j、鈴  
木腋崇「神楽椚中の目連とその比瀾＝ 既凋  
考をおきめた第二部からなる。 
冒連敗母を題材とする祭祀芸能を東アジ  
アという視点から取り上げか取り組みに拗  
けた膨太な労力に対して敬服するとともに  
比較研究の新展開に賛辞を送りたい仁、   
冒遠敷は仏教的な背教を披きにLては考  
一－∧－」り，・1   
